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京
都
（

→ 

Ｗ
ｅ
ｂ
）
「
ヲ
シ
テ
講
習
会
」 

９
２
回
目 

令
和
５
年

２

０

２

３

８
月
１
９
日 

池
田 

満 
「
イ
セ
の
ミ
ヤ
」
（
伊
勢
神
宮
）
の
再
興
が
は
た
さ
れ
ま
す
。 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
の
御
代
に
至
っ
て
、
す
で
に
「
イ
セ
の
ミ
ヤ
」
は
朽
ち
果
て
て
い

た
の
で
し
た
。
旧
跡
も
良
く
解
ら
ず
じ
ま
い
、
草
ぼ
う
ぼ
う
樹
木
も
鬱
蒼
と
し
た
雰
囲
気
で
し
た
。 

さ
て
、
イ
セ
の
ミ
ヤ
の
カ
ミ
ヨ
の
終
わ
り
頃
、
ヒ
ト
の
世
の
初
め
の
頃
の
こ
と
は
、
２
８
と
３
０

ア
ヤ
に
あ
り
ま
し
た
。 

カ
ス
ガ
カ
ミ
す
な
わ
ち
ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
の
住
ま
い
し
て
い
た
の
は
何
処
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
イ
サ
ワ
と
ウ
チ
、
そ
し
て
ヤ
マ
タ
、
ど
の
ぐ
ら
い
に
区
別
を
付
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

草
ぼ
う
ぼ
う
に
な
っ
た
の
は
、
２
８
ア
ヤ
の
ア
ス
ス
の
初
め
の
頃
か
ら
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
の
時
代
に

至
る
、
７
０
０
年
の
間
の
変
化
で
す
ね
。
も
う
分
ら
な
か
っ
た
の
で
し
た
。
通
常
の
地
質
の
積
み
重

な
り
は
、
１
年
で
１m

m

で
す
か
ら
、
１
０
年
で

１cm

。
７
０
年
で
７cm

。 

７
０
０
年
だ
と
７
０

cm

で
す
。
当
時
で
さ
え
、

地
下
７
０cm

の
と
こ

ろ
に
埋
ま
っ
て
い
た
わ

け
で
す
。
ヤ
マ
ト
ヒ
メ

さ
ん
も
良
く
解
ら
な
か

っ
た
の
も
、
無
理
は
あ

り
ま
せ
ん
。 
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３
６
ア
ヤ
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ 

カ
ミ
し
つ
む 

ア
ヤ 

 

（
１
１
代
垂
仁
天
皇
の
３
分
割
の
ふ
た
つ
め
） 

 
 

９
年
３
６
‐
１ 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
は
、
タ
マ
キ
ミ
ヤ
（
奈
良
県
桜
井
市
）
に
ミ
ヤ
コ
（
首
都
）
を
お
開
き

に
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
９
年
の
こ
と
で
す
。
ア
ス
ス
の
６
９
７
年
、
ナ
ツ
キ
（
秋
の
７
月
）
１
６
日
。
カ
ハ
イ
・
ツ
キ
ヒ
メ
さ

ん
を
お
キ
サ
キ
さ
ん
（
正
皇
后
）
に
た
て
ら
れ
ま
し
た
。 

ツ
キ
ヒ
メ
さ
ん
は
ユ
メ
（
夢
）
を
見
ら
れ
ま
し
た
の
で
し
た
。
そ
の
ユ
メ
に
は
、
ヤ
マ
ト
オ
オ
ク
ニ
カ
ミ
（
２
代

目
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
・
ク
シ
ヒ
コ
）
か
ら
、
ツ
キ
ヒ
メ
さ
ん
は
、
シ
テ
（
幣
・
シ
デ
）
を
貰
い
受
け
る
の
で
し
た
。 

 

そ
う
し
ま
す
と
、
身
籠
ら
れ
ま
し
た
の
で
す
が
、
臨
月
に
な
っ
て
も
産
ま
れ
ず
、
病 や

ま

い
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
よ
う

や
く
三
年
の
後
の
ナ
ツ
キ
（
９
月
）
１
６
日
に
産
ま
れ
た
ヒ
メ
ミ
コ
（
皇
女
）
は
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
産
後
、
ツ
キ
ヒ
メ
さ
ん
は
病
気
の
悪
化
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
す
。
１
２
年
（
ア
ス
ス
７
０
０
年
）
カ
ナ

ツ
キ
（
１
０
月
）
２
日
の
事
で
し
た
。
ツ
ツ
キ
・
カ
ハ
ヰ
の
ツ
キ
の
カ
ミ
と
し
て
、
嘆
き
祭
る
の
で
し
た
。（
樺
井

月
神
社
、
城
陽
市
水
主
宮
馬
場
） 

 

３
５

３
７

３
６
‐
３ 

１
５
年
（
ア
ス
ス
７
０
３
年
）
キ
サ
ラ
キ
（
２
月
）
モ
チ
（
満
月
）
に
、
お
キ
サ
キ
を
招
き
ま
し
た
。
乱
で

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
サ
ホ
ヒ
メ
さ
ん
の
、
遺
言
の
通
り
の
、
タ
ニ
ハ
ミ
チ
ヌ
シ
の
娘
さ
ん
を
、
お
キ
サ
キ
さ
ん
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に
と
、
お
決
め
に
な
ら
れ
る
の
で
し
た
。
長
女
の
ヒ
ハ
ス
ヒ
メ
を
始
め
５
人
の
娘
さ
ん
が
到
着
し
ま
す
。
ヒ
ハ
ス
ヒ

メ
、
ヌ
ハ
タ
リ
イ
リ
ヒ
メ
、
マ
ト
ノ
ヒ
メ
、
ア
サ
ミ
ニ
イ
リ
ヒ
メ
、
タ
ケ
ノ
ヒ
メ
で
し
た
。
ハ
ツ
キ
（
８
月
）
の
ハ

ツ
ヒ
（
１
日
）
に
ヒ
ハ
ス
ヒ
メ
を
キ
サ
キ
（
正
皇
后
）
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
ヌ
ハ
タ
リ
イ
リ
ヒ
メ
、
マ
ト
ノ
ヒ
メ
、

ア
サ
ミ
ニ
イ
リ
ヒ
メ
は
、
ス
ケ
キ
サ
キ
と
ウ
チ
メ
に
入
内
な
さ
い
ま
す
が
、
残
る
タ
ケ
ノ
ヒ
メ
は
親
元
に
帰
さ
れ
た

の
で
し
た
。
帰
路
の
途
中
で
、
タ
ケ
ノ
ヒ
メ
さ
ん
は
恥
ず
か
し
さ
の
余
り
、
コ
シ
（
御
輿
）
か
ら
、
落
下
し
て
亡
く

な
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
て
、
そ
こ
の
国
を
オ
チ
ク
ニ
（
堕
国
・
乙
訓
、
京
都
府
向
日
市
・
長
岡
京
市
の
付
近
）
と
呼

ば
れ
ま
す
。 

３
６
‐
５ 

１
８
年
（
ア
ス
ス
７
０
６
年
）
サ
ツ
キ
（
３
月
）
１
０
日
に
、
ヒ
ハ
ス
ヒ
メ
さ
ん
が
ミ
コ
（
皇
子
）
の
ニ
シ

キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ム
ナ
（
実
名
）
は
ヰ
ソ
サ
チ
さ
ん
と
言
わ
れ
ま
す
。 

３
６
‐
６ 

２
０
年
（
ア
ス
ス
７
０
８
年
）
の
マ
フ
ユ
（
真
冬
）、
ヒ
ハ
ス
ヒ
メ
さ
ん
は
ま
た
ミ
コ
（
皇
子
）
の
ヤ
マ
ト

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
後
の
景
行
天
皇
、
タ
リ
ヒ
コ
）
を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
。
次
に
は
オ
オ
ナ
カ
ヒ
メ
と
、
ワ
カ
キ
ニ

（
ハ
ル
ヒ
コ
）
も
お
産
み
に
な
り
ま
す
。 

 

ス
ケ
・
キ
サ
キ
の
ヌ
ハ
タ
ニ
イ
リ
ヒ
メ
（
二
女
）
さ
ん
は
、
ヌ
テ
シ
ワ
ケ
さ
ん
と
、
イ
カ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
を
お
産
み

に
な
り
ま
す
。 

 

ア
サ
ミ
ニ
イ
リ
ヒ
メ
（
三
女
）
は
、
イ
ケ
ハ
ヤ
ワ
ケ
と
、
ア
サ
ツ
ヒ
メ
を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
。 

３
６
‐
８ 

２
３
年
（
ア
ス
ス
７
１
１
年
）
ナ
ツ
キ
（
９
月
）
ツ
ミ
ヱ
（
３
）
が
１
日
で
、
２
日
の
日
（
ツ
ミ
ト
）
に
ミ

コ
ト
ノ
リ
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
ミ
コ
の
ホ
ン
ツ
ワ
ケ
（
サ
ホ
ヒ
メ
さ
ん
の
忘
れ
形
見
。
２
２
歳
）
の
事
で
す
が
、
心
配
を
し
て
い
ま
す
。 

ヒ
ケ
（
髭
・

ひ
げ
）
が
生
え
て
イ
サ
チ
（
勇
み
立
ち
）
て
い
る
の
に
、
モ
ノ
も
言
わ
ず
に
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
何
ゆ
え
で
あ
る
か
」 

 

モ
ロ
（
諸
臣
）
人
た
ち
は
相
談
し
ま
し
て
、
妹
君
の
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
に
祈
っ
て
も
ら
う
事
に
し
ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
ヒ

メ
は
タ
カ
ミ
ヤ
（
三
重
県
松
阪
市
山
添
町
、
神
山
神
社
）
に
て
ミ
ツ
エ
シ
ロ
の
見
習
い
に
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
、
タ
カ
ミ
ヤ
で

（
カ
ヰ
・
カ
ユ
・
粥
）
を
も
っ
て
祈
り
ま
し
た
。（
ホ
３
６-

２
３
）  

そ
れ
で
、

と
な
り
、
漢
字
時
代
の
後
に
は
飯
野
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
の
で
し
た
。 

３
６
‐
９ 

さ
て
、
カ
ン
ナ
（
１
０
月
）
８
日
の
事
で
し
た
、
ト
ノ
（
皇
居
）
に
立
っ
た
ホ
ン
ツ
ワ
ケ
は
、
ク
ク
ヒ
（
水

鳥
の
よ
う
で
す
。 

サ
ギ
か
？ 

コ
ウ
ノ
ト
リ
か
？
）
の
飛
ぶ
の
を
見
て
「
な
に
も
の
や
」
と
、
初
め
て
言
葉
を
発

す
る
の
で
し
た
。
キ
ミ
（
イ
ク
メ
さ
ん
、
垂
仁
天
皇
）
は
お
喜
び
に
な
っ
て
「
た
れ
か
此
の
ト
リ
（
鳥
）
を
捕
り
得

ん
や
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
し
た
。
ユ
カ
ワ
タ
ナ
と
い
う
人
物
が
言
い
ま
す
。「
ト
ミ
（
わ
た
く
し
）
が
捕
り

得
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
。
キ
ミ
は
「
捕
り
得
ば
、
褒
め
ん
」
と
約
束
な
さ
い
ま
す
。 

３
６
‐
１
１ 

ユ
カ
ワ
タ
ナ
は
、
飛
び
行
く
ク
ク
ヒ
を
追
い
訪
ね
て
タ
シ
マ
（
但
馬
）
を
経
て
イ
ツ
モ
（
出
雲
）
の
ウ
ヤ

ヱ
（
荒
神
谷
遺
跡
の
と
こ
ろ
、
簸
川
郡
斐
川
村
宇
屋
神
庭
、
神
代
神
社
の
付
近
か
。
銅
剣3

5
8

本
の
荒
神
谷
遺
跡

の
近
く
。
宍
道
に
近
い
）
に
て
捕
り
得
た
の
で
し
た
。
ネ
ツ
キ
（
１
１
月
）
２
日
に
ク
ク
ヒ
を
ホ
ン
ツ
ワ
ケ
の
ミ
コ

に
奉
り
ま
し
た
。
ホ
ン
ツ
ワ
ケ
さ
ん
は
、
ク
ク
ヒ
を
弄
（
も
て
あ
そ
ん
）
で
言
葉
が
言
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
た
。

イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
ユ
カ
ワ
タ
ナ
を
褒
め
て
「
ト
リ
ト
リ
ヘ
（
鳥
取
部
）」
の
カ
ハ
ネ
（
姓
）
を
下
賜
な
さ
い
ま
し

た
。 

３
６
‐
１
３ 

２
５
年
（
ア
ス
ス
７
１
３
年
）
キ
サ
ラ
ギ
（
２
月
）
８
日
に
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
は
ミ
コ
ト
ノ

リ
を
出
さ
れ
ま
す
。
タ
ケ
ヌ
ガ
ワ
ケ
の
ミ
コ
と
、
ク
ニ
フ
ク
（
５
代
カ
ヱ
シ
ネ
（
考
昭
天
皇
）
の
ミ
コ
の
カ
ス
ガ
ヲ

キ
ミ
の
子
孫
）
と
、
ミ
カ
サ
カ
シ
マ
（
オ
オ
カ
シ
マ
・
カ
ス
ガ
）
と
、
ト
イ
チ
ネ
と
、
タ
ケ
ヒ
（
オ
オ
ト
モ
）
達
を

始
め
と
し
て
多
く
の
諸
臣
を
前
に
し
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

３
６
‐
１
４ 

「
わ
が
ミ
ヲ
ヤ
（
ご
先
祖
）
の
こ
と
を
思
い
ま
す
。
特
に
先
代
の
ミ
マ
キ
（
崇
神
天
皇
）
の
キ
ミ
は
サ
ト

ク
（
聡
い
）
し
て
ホ
ツ
マ
（
ニ
ニ
キ
ネ
さ
ん
か
ら
の
尊
い
精
神
）
を
覚
り
得
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

ア
ヤ
マ
リ
（
錯
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誤
の
原
因
）
を
タ
タ
シ
（
糺
し
、
た
だ
し
）
て
ヘ
リ
ク
タ
リ
、
カ
ミ
（
祖
先
・
伝
統
・
精
神
）
を
ア
カ
メ
テ
（
尊
ぶ
）
ミ

（
身
）
を
コ
ラ
ス
（
凝
ら
す
）
事
を
な
さ
い
ま
し
た
。 

 

３
５

 

 

こ
の
故
に
、
ソ
ロ
（
水
田
の
作
物
・
畑
の
作
物
）
の
実
り
が
充
実
し
て
、
タ
ミ
（
国
民
）
が
豊
か
に
成
り
得
ま
し
た
。 

 

今
の
わ
が
世
に
至
り
て
も
、
怠
ら
ず
に
カ
ミ
（
祖
先
・
伝
統
・
精
神
）
を
祭
ら
ん
と
し
ま
す
」 

３
６
‐
１
５ 

ヤ
ヨ
ヒ
（
３
月
）
８
日
に
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
祭
り
の
ミ
ツ
エ
シ
ロ
の
代
替
わ
り
を
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
の
ご
高
齢
に
よ
る
引
退
に
あ
っ
て
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
が
２
代
目
の
ミ
ツ
エ
シ
ロ
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

さ
て
、
ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
さ
ん
の
巡
り
回
ら
れ
た
箇
所
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
さ
ん
は
ミ
マ
キ
の
キ
ミ
（
崇
神
天
皇
）
の
ミ
コ
（
皇
女
）
で
、
キ
の
ア
ラ
カ
ト
ヘ
さ
ん
の
娘
さ
ん

の
ト
オ
ツ
ア
ヒ
・
メ
ク
ワ
シ
ヒ
メ
が
母
上
で
し
た
。
ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
さ
ん
は
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
お
告
げ
を
お
聞
き

に
な
っ
て
様
々
な
思
い
出
の
場
所
を
巡
ら
れ
ま
し
た
。
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
ミ
タ
マ
ケ
（
カ
タ
ミ
）
を
お
担
（
か
つ
）

ぎ
に
な
り
ま
し
て
、
ヨ
サ
（
京
都
府
与
謝
郡
、
天
橋
立
の
宮
津
市
の
付
近
）
に
向
か
わ
れ
ま
す
。
ハ
シ
タ
テ
（
天
の

橋
立
）
と
は
、
カ
サ
ヌ
イ
の
始
め
の
お
祭
り
の
場
所
（
三
輪
山
麓
の
檜
原
神
社
か
？
）
か
ら
上
空
を
ミ
ヤ
ツ
（
宮
津
）

ま
で
松
に
雲
が
た
な
び
い
て
掛
っ
て
伸
び
て
き
て
渡
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。 

３
６
‐
１
７ 

ミ
ツ
カ
キ
（
崇
神
天
皇
、
瑞
垣
の
宮
）
の
３
９
年
（
ア
ス
ス
６
５
９
年
）
ヤ
ヨ
イ
（
３
月
）
ミ
カ
（
３
日
）

に
ミ
マ
キ
の
キ
ミ
（
崇
神
天
皇
）
の
ミ
コ
ト
ノ
リ
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
と
、
ト
ヨ
ケ
カ
ミ
を
お
祭
り
す

る
ミ
コ
ト
ノ
リ
で
す
。 

 

「
ケ
ク
ニ
の
オ
ト
ト
の
タ
ケ
ミ
ク
ラ
【
未
詳
】
を
イ
ワ
ヒ
ヌ
シ
と
し
ま
す
。
ヒ
コ
イ
マ
ス
の
子
の
タ
ニ
ハ
ミ
チ
ヌ

シ
を
ミ
ケ
ノ
モ
リ
に
任
じ
ま
す
。
ア
メ
の
ヒ
オ
キ
は
カ
ン
ヌ
シ
で
す
。
フ
リ
タ
マ
は
ネ
ギ
に
任
じ
ま
す
。 

 

ト
ヨ
ケ
カ
ミ
と
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
を
祭
る
べ
し
」 

 

タ
ニ
ハ
ミ
ニ
ヌ
シ
は
ミ
ケ
の
カ
ン
メ
ク
ミ
で
し
た
。
ヨ
キ
ミ
コ
得
た
り
。
（
ミ
ツ
エ
シ
ロ
と
し
て
の
ト
ヨ
ス
キ
ヒ

メ
の
こ
と
） 

３
６
‐
１
９ 

ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
は
、
サ
サ
ハ
タ
ミ
ヤ
（
篠
畑
神
社
、
奈
良
県
宇
陀
市
榛
原
区
山
辺
）
に
戻
り
ま
す
と
、
ま

た
し
て
も
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
の
御
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
た
ヲ
ヲ
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
の

カ
タ
ミ
を
奉
賛
し
戴
い
て
ア
フ
ミ
（
近
江
）
か
ら
ミ
ノ
（
美
濃
）
を
巡
り
、
や
が
て
イ
セ
（
伊
勢
）
の
イ
ヰ
ノ
（
飯

野
、
タ
カ
ミ
ヤ
、
三
重
県
松
阪
市
山
添
町
、
神
山
神
社
）
の
タ
カ
ヒ
オ
カ
ワ
に
ス
ス
を
留
め
ら
れ
た
の
で
し
た
。
タ

カ
ミ
ヤ
を
、
御
作
り
に
な
っ
て
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
お
心
を
お
鎮
（
し
ず
）
め
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
し
た
。（
こ

の
間
の
諸
国
巡
幸
は
『
倭
姫
命
世
記
』
に
詳
し
い
。
錯
誤
も
混
入
。
ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
と
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
の
ご
交
代
時

期
の
混
乱
） 

３
６
‐
２
１ 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
の
（
１
０
代
、
垂
仁
天
皇
）
２
２
年
（
ア
ス
ス
７
１
０
年
）
シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
２
８
日

に
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
（
ヨ
シ
コ
）
が
１
２
歳
で
カ
ミ
に
ミ
ツ
ギ
の
ミ
ツ
エ
シ
ロ
に
定
ま
り
ま
す
。
ワ
カ
コ
の
親
子
が
お

供
を
し
て
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
を
お
連
れ
し
て
き
ま
し
た
。
ウ
ス
メ
（
若
い
女
性
）
が
み
ク
シ
（
櫛
）
を
ア
ク
ル
（
上
げ

る
）
と
の
、
ク
シ
タ
（
櫛
田
川
）
に
落
と
す
、
ク
シ
タ
カ
ワ
（
櫛
田
川
、
櫛
田
神
社
、
松
阪
市
櫛
田
町
）
に
、
年
を

越
し
ま
し
て
、
新
年
の
元
旦
の
ハ
ツ
ヒ
（
初
日
）
の
出
で
立
つ
の
と
共
に
、
ア
ケ
ノ
ハ
ラ
（
明
野
）
の
イ
セ
の
タ
カ

ミ
ヤ
に
入
ら
れ
る
の
で
し
た
。 
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オ
ハ
（
伯
母
さ
ん
）
の
ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
に
見
習
い
を
し
て
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
ミ
タ
マ
に
お
仕
え
し
ま
す
。 

３
６
‐
２
３ 
２
３
年
（
ア
ス
ス
７
１
１
年
）
ナ
ツ
キ
（
９
月
）
に
、

（
カ
ヰ
・
カ
ユ
・
粥
）
を
も
っ
て
兄
の
ホ
ン

ツ
ワ
ケ
さ
ん
の
言
葉
の
し
ゃ
べ
れ
な
い
障
害
の
治
癒
を
祈
り
ま
す
。 

３
６
‐
２
３ 

三
年
の
見
習
い
の
後
、
２
５
年
（
ア
ス
ス
７
１
３
年
）、
ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
は
１
０
３
歳
の
高
齢
で
ヤ
マ
ト
ヒ

メ
（
ヨ
シ
コ
）
に
ミ
ツ
エ
シ
ロ
を
任
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
さ
ん
は
、
ウ
チ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の

ウ
チ
ミ
ヤ
）
の
ヲ
ミ
コ
、
つ
ま
り
ミ
ツ
エ
シ
ロ
で
す
。
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
、
ミ
タ
マ
ケ
を
担
（
か
つ
）
い
で
イ
ヰ
ノ
（
飯

野
、
タ
カ
ミ
ヤ
、
神
山
神
社
）
か
ら
イ
ソ
ヘ
（
イ
ソ
ミ
ヤ
、
磯
神
社
か
？ 

伊
勢
市
磯
町
。 

 

あ
る
い
は
、
伊
蘇

上
神
社
、
三
重
県
多
気
郡
多
気
町
大
字
相
可
。
か
？
）
に
お
移
し
し
て
お
鎮
め
し
て
お
祭
り
し
ま
す
。 

 

そ
う
し
て
い
ま
し
た
ら
、
「
良
き
ミ
ヤ
ト
コ
ロ
が

（
サ
、
南
）
に
あ
り
ま
す
」
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

ワ
カ
コ
を
遣
（
つ
か
）
わ
し
ま
し
た
。
（
イ
ソ
ミ
ヤ
、
磯
神
社 

伊
勢
市
磯
町
だ
と

（
南
）
に
な
る
。 

３
６
‐
２
５ 

ワ
カ
コ
が
ヰ
ス
ス
カ
ワ
（
ヰ
ソ
ス
ス
カ
ワ
、
五
十
鈴
川
）
に
至
り
ま
す
と
、
サ
ル
タ
ヒ
コ
（
恐
ら
く
は
ミ

タ
マ
）
が
告
げ
る
の
で
し
た
。
す
で
に
、
フ
モ
ヤ
ヨ
ロ
ホ
（
２
０
８
万
歳
）
に
至
り
来
て
い
ま
し
た
サ
ル
タ
ヒ
コ
は
、

ワ
カ
コ
に
言
う
の
で
し
た
。 

 

「
わ
れ
昔
、
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
か
ら
の
賜
り
物
を
サ
コ
ク
シ
ロ
の
ウ
チ
ミ
ヤ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
晩
年
の

ご
座
所
、
伊
勢
・
内
宮
）
に
入
れ
て
、
ア
ラ
ミ
タ
マ
、
ヤ
ヨ
ロ
ホ
（
八
万
年
）
待
ち
ま
し
た
の
で
し
た
。
【
詳
細
は

未
詳
】
こ
の
カ
ン
タ
カ
ラ
は
、
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
キ
の
サ
カ
ホ
コ
キ
と
、
ウ
ツ
ク
シ
キ
・
ス
ス
と
、
ワ
イ
キ
・
タ
チ
（
ツ

ル
ギ
）
の
三
品
で
す
。
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
か
ら
申
し
渡
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
カ
カ
ン
・
ノ
ン
・
テ
ン
時
待
ち
て
、
必

要
と
な
ら
ば
ミ
チ
を
表
せ
」
と
、
で
す
。
こ
の
オ
ホ
ロ
ケ
（
簡
単
で
は
な
い
）
の
モ
ノ
で
は
有
り
ま
せ
ん
事
か
ら
、

「
コ
（
亡
く
な
る
）」
に
も
得
ず
に
し
て
、
こ
こ
に
、
お
渡
し
す
る
べ
き
ヌ
シ
を
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
し
た
」 

 
 

（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
ご
違
勅
は
、
ホ
２
８-

４
３
） 

 

 

サ
ル
タ
ヒ
コ
は
、
ワ
カ
コ
に
三
種
の
カ
ン
タ
カ
ラ
を
渡
し
て
、
更
に
言
い
ま
す
。 

 

「
ナ
カ
タ
産
ま
れ
の
ツ
チ
キ
ミ
（
謙
（
へ
り
く
）
だ
っ
た
言
い
方
）
は
、
モ
ト
に
帰
ら
ん
。 
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こ
の
カ
ン
タ
カ
ラ
を
持
ち
帰
り
、
そ
の
よ
う
に
、
告
げ
よ
」 

 
と
言
っ
て
サ
ル
タ
ヒ
コ
は
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
（
ま
た
、
去
っ
た
） 

 

父
の
オ
オ
ワ
カ
コ
は
、
戻
っ
て
報
告
し
ま
す
。
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
、
早
速
に
ウ
チ
（
内
宮
の
場
所
）
に
至
り
ま
し
て

見
て
み
ま
す
。
そ
し
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
こ
れ
は
由
来
も
深
き
カ
ン
カ
セ
の
イ
セ
の
ミ
ヤ
で
す
。
ミ
ク
サ
は
、
祭
る
み
な
も
と
で
す
。
さ
ら
に
、
イ
ヤ
マ

ヒ
（
尊
敬
）
を
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
ご
存
命
の
時
代
に
ま
で
遡
る
ア
ク
ラ
イ
シ
も
こ
こ
に
有
り
ま
す
」 

 

ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
、
ウ
チ
の
ミ
ヤ
（
内
宮
）
の
再
建
の
場
所
を
こ
こ
に
定
め
ら
れ
た
の
で
し
た
。
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
、

オ
オ
ハ
タ
ヌ
シ
や
随
身
の
ヤ
ソ
（
８
０
）
の
供
の
人
達
に
、
ヰ
ソ
ス
ス
ハ
ラ
の
ク
サ
（
草
）
を
刈
ら
せ
て
、
近
遠
の

木
を
斬
ら
せ
ま
す
。
モ
ト
（
元
）、
ス
エ
（
末
）
も
と
し
（
逆
に
し
て
）
マ
ナ
カ
を
も
ち
て
オ
オ
ミ
ヤ
ハ
シ
ラ
を
敷

き
立
て
ま
す
。
チ
ギ
（
千
木
）
を
タ
カ
（
春
と
秋
）
し
（
為
す
）
り
て
、
ミ
ヤ
が
成
り
ま
す
。 

３
６
‐
３
２ 

そ
こ
で
、
ミ
カ
ト
（
皇
居
）
の
イ
ク
メ
の
キ
ミ
に
報
告
し
ま
す
。
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
は
ミ
コ
ト

ノ
リ
し
て
仰
い
ま
す
の
で
し
た
。 

 

「
ミ
カ
サ
の
ヲ
ト
ト
（
ミ
カ
サ
・
カ
シ
マ
、
ヲ
ヲ
カ
シ
マ
）
を
イ
ワ
イ
ヌ
シ
に
し
ま
す
。 

 

ワ
タ
ラ
ヒ
ト
ミ
は
、
カ
ン
ヌ
シ
に
し
ま
す
。 

 

ア
ヘ
・
タ
ケ
ヌ
ガ
を
ミ
カ
ワ
リ
（
私
の
代
理
）
に
し
ま
す
。 

 

ワ
ニ
・
ク
ニ
フ
ク
を
ウ
チ
カ
ワ
リ
（
皇
后
の
代
理
）
に
し
ま
す
。 

 

モ
ノ
ヘ
・
ト
チ
ネ
を
ミ
ウ
エ
カ
ラ
（
皇
太
后
の
代
理
）
に
し
ま
す
。 

 

タ
ケ
ヒ
・
ア
サ
ト
を
ミ
コ
カ
ワ
リ
（
皇
太
子
の
代
理
）
に
し
ま
す
。 

 

お
の
お
の
、
詣
で
て
下
さ
い
」 

３
６
‐
３
４ 

２
６
年
（
ア
ス
ス
７
１
４
年
）
ナ
ツ
キ
（
９
月
）
１
６
日
に
ヲ
ヲ
ン
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
の
お
遷
し

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
５
０
本
目
の
マ
サ
カ
キ
の
樹
が
自
ず
と
生
え
た
ヰ
ソ
ス
ス
カ
ワ
の
サ
コ
ク
シ
ロ
の
ウ
チ
の
ミ

ヤ
（
伊
勢
神
宮
・
内
宮
）
に
わ
た
ま
し
が
お
こ
な
れ
、
１
７
日
の
夜
に
ミ
タ
ケ
ハ
シ
ラ
（
真
の
御
柱
）
を
納
め
為
（
し
）

む
る
の
で
し
た
。
こ
れ
、
ミ
タ
ケ
ハ
シ
ラ
と
は
、
ス
ヘ
ラ
ギ
（
天
皇
陛
下
）
の
お
ん
親
（
み
ず
）
か
ら
の
タ
ケ
（
身

長
）
を
計
り
写
し
て
作
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
ミ
ヤ
コ
（
皇
居
）
に
て
ソ
ロ
（
水
田
の
作
物
・
畑
の
作
物
）
の
順

調
な
成
長
を
祈
り
、
雨
風
や
ノ
フ
シ
（
台
風
）
の
程
が
良
く
て
豊
か
に
な
れ
と
、
臥
し
て
澄
み
て
イ
ヤ
マ
ヒ
（
敬
っ

て
）
て
ノ
ト
（
祝
詞
、
祈
り
の
言
葉
）
を
申
す
み
恵
み
に
通
じ
る
の
で
す
。 

３
６
‐
３
６ 

カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
も
、
こ
こ
に
お
喜
び
で
し
て
告
げ
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
し
た
。 

 

「
む
か
し
、
吾
が
住
む
サ
コ
ク
シ
ロ
の
、
し
き
な
み
よ
す
る
イ
セ
の
ミ
ヤ
、
こ
こ
に
長
く
し
つ
ま
り
、
守
る
べ
し
。 

 

ト
ヨ
ケ
の
カ
ミ
と
、
も
ろ
共
そ
」 

 

ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
お
告
げ
を
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
か
ら
イ
ク
メ
の
キ
ミ
に
言
上
し
ま
し
た
ら
、
キ
ミ
は
お
喜
び
で
し
て

早
速
に
ト
ヨ
ケ
の
カ
ミ
の
鎮
（
し
ず
）
も
り
ま
す
ア
メ
の
マ
ナ
ヰ
（
京
都
府
京
丹
後
市
、
比
沼
真
名
井
神
社
）
に
ニ

キ
テ
を
持
ち
て
サ
オ
シ
カ
（
勅
使
）
を
派
遣
な
さ
い
ま
す
。
ト
ヨ
ケ
の
カ
ミ
を
イ
セ
に
お
遷
し
申
し
上
げ
る
た
め
で

す
。
サ
オ
シ
カ
に
は
、
ミ
ワ
の
ミ
ケ
モ
チ
と
、
イ
ワ
ヒ
ト
（
祝
い
人
）
と
し
て
、
タ
ニ
ハ
ミ
チ
ウ
シ
（
タ
ニ
ハ
ミ
チ

ヌ
シ
）
が
使
者
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

 

ク
ニ
ヌ
シ
（
ア
メ
の
マ
ナ
ヰ
の
と
こ
ろ
の
オ
サ
か
？ 

に
伝
わ
る
古
伝
）
の
カ
ミ
の
教
え
は
、
次
の
よ
う
で
す
。 

 

ヲ
ヲ
ン
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
は
継
ぎ
（
世
継
の
子
を
得
る
こ
と
）
を
、
お
ほ
し
て
（
願
わ
れ
て
）
イ
セ
の
ミ

チ
を
お
教
え
に
な
り
ま
し
た
。
ヤ
モ
の
ヒ
ト
ク
サ
（
多
く
の
全
国
民
）
を
イ
ケ
（
活
か
し
て
）
恵
む
も
の
で
す
か
ら
、

カ
ツ
ヲ
キ
は
ヤ
キ
（
８
本
）
で
す
。
チ
キ
は
ウ
チ
（
内
）
を
削
（
そ
）
ぐ
の
で
ウ
チ
ミ
ヤ
と
言
い
ま
す
。
ウ
チ
（
内
）

軽
く
し
て
、
タ
ミ
を
豊
か
に
と
願
う
か
ら
の
故
で
す
。 

 

ト
ヨ
ケ
カ
ミ
の
方
は
、
サ
カ
ホ
コ
の
ノ
リ
を
強
調
な
さ
い
ま
し
た
。
ア
メ
の
ホ
シ
の
コ
ク
ラ
（
九
星
、
中
心
と
ト

ホ
カ
ミ
ヱ
ヒ
タ
メ
）
を
表
す
の
で
カ
ツ
ヲ
キ
は
コ
キ
（
９
本
）
で
す
。
チ
キ
は
、
ト
（
外
）
を
削
ぐ
の
で
ト
ミ
ヤ
（
外
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宮
）
で
す
。
ウ
チ
（
内
）
を
篤
（
あ
つ
）
く
イ
ツ
（
心
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
）
の
タ
ミ
の
チ
チ
（
国
民
の
全
体
の
父

親
）
の
役
割
で
す
。
畏
れ
、
ミ
チ
を
学
び
得
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。 

 

ウ
チ
ミ
ヤ
（
内
宮
）
は
、
母
親
が
子
供
を
恵
み
愛
し
む
よ
う
な
役
割
の
、
キ
ミ
（
天
皇
陛
下
）
が
国
民
を
愛
し
み

恵
む
ノ
リ
（
定
め
・
役
割
・
精
神
）
な
の
で
す
。 


